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日本を含むアジア諸国にとって中国は重要な貿易相手国であり、他方中国側も、産業高度化、エコ、

新エネルギーの利用への成長モデル転換の多くの分野で日本の協力を求めている。よって、東アジ

ア地域の枠組みの下で、日中経済関係を各側面から分析、実態を解明することは日本と中国の両国

だけでなく、東アジア地域共同体を構築するためにも、重要かつ喫緊なテーマである 

 

本報告では、貿易関係を中心として、産業別、取引財別に厳密な分析を行い、東アジア生産ネット

ワークにおけるモノ（貿易）が如何に移動していた（いる）か、日本と中国はこのネットワーク内

でどのような役割を担い、関係を持っているのかを解明する。 
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